
WebCINEMA “TRUNK”の特徴は、
作品の作り方を徹底的に映画に仕立て上げる一方、
プロジェクトのポリシーを
“Not A Short Film, but a New Interactive Entertainment”と設定し、
単なる映像のストリーミングではなく、メールやＷｅｂサイトを縦横無尽に使って、
インターネットならではの映像表現を実施したことにある。

東京インタラクティブ・アド・アワード 企画概要シート インテグレーティッド部門

作品名： WebCINEMA “TRUNK” 広告主名： 日産自動車株式会社 商品名： 企業

■企画概要

■映画を意識したチケット型バナー

■史上初の100Kb動画バナー ※これを期に100Kbバナーが標準化されました。

■映画のチラシを意識したティザーサイト

■映画のパンフレットを意識したオフィシャルサイト
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■メール広告

パソコンに映像視聴用の専用アプリ“WebCINEMA Boxx”を
インストールしてショートフィルムを見る

三話構成の
ショートフィルム

本編と連動した
架空企業のホームページなど

映像を１話見るごとに送られる
演出メール類

メールや本編と連動した
演出サイト

・視聴ツールを使って本編を見ると
＞他の視聴者の意見・書き込みが見られる“シェアモード”を体験できる。
＞また、本編中に登場する車の動画が見れ、興味を持てばその車のサイトへ
飛べるリンクも設置。

・視聴ツールには、視聴者が映像を見終わるごとに
メールを配信する仕組みを埋め込んで、
映像世界をメールでも体験できるようにした。
作品の中のキャラクターからメールを受け取ることに
なり、ユーザーはインターネットならではの映像体験を
することになる。

・ティザーサイトやオフィシャルサイトを映画の宣材をモチーフにしたり
映画のプロモーションを真似て、クラブイベントやポスターなどを
制作し、配布した。
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■スタッフ

・オフィシャルサイト以外に、映像を
見た人だけが訪れることのできるサイトを
設置。
映像を見るだけにとどまらない、
回遊型のインターネットイベントとしても
プランを練った。


